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1 月の聖句    

赦しなさい。 そうすれば、 

               あなたがたも赦される 

  

ルカによる福音書 6 章 37 節 

 

 明けましておめでとうございます。 

穏やかなお天気の中、ご家族揃ってお正月を迎えていたでしょう最中、石川県能登地方の大地震に続いて 

２日には日航機の事故と予想だにしない 2024 年度の幕開けとなりました。 

地震で被害に合われた方々に心を寄せつつ、困難な事故ながら全員救出の喜びと共に今年こそ！と期待 

を込めて平和な世の訪れを願います。そして地震や事故で亡くなられた方のご冥福を心よりお祈りします。 

昨日より３学期がスタートしました。短い学期ですが進級・進学に向けた大切な日々です。そんな子ど 

も達にしっかり寄り添い教職員一同心を合わせて、その成長を支えていきます。 

新約聖書には４つの福音書（マタイ・マルコ・ルカ・ヨハネ）があり、それぞれに書かれている内容は 

書き手や時代により多少の違いがあります。その中でも「五千人に食べ物を与える」箇所はすべての福音 

書に載っています。「 イエスの話を聞こうと、大勢の群衆が集まってきた。日が傾きかけてきたので、弟 

子たちがイエスに“群衆を解散させて下さい。そうすれば周りの村や里に行って宿を取り、食べ物を見つ 

けるでしょう。 ”するとイエスは“ あなた方が彼らに食べ物を与えなさい”と“少年が持っている５つ 

のパンと２匹の魚しかありません”…イエスは５つのパンと２匹の魚を取り、天を仰いで祈り弟子達に渡 

し群衆に配らせた。五千人が食べて満足した。」 これは聖書の中の奇跡物語の１つとして語られてきまし 

た。クリスマスにささげられた献金がシエラレオネの子ども達のお腹を満たし、必要とする多くの場所で 

皆様の温かなお気持ちが大勢の人々を勇気付けています。 

献金先からお礼のお手紙が届いています。本当に有難うございました。 

 

縮小していた餅つきをコロナ前に戻し４年ぶりにおやじの会のお父さんの力をお借りして、年中さんは 

クラスごとに小さな臼で・年長さんは大きな杵を持ち張り切ってくれることでしょう。  

１月はお正月遊びを紹介します。凧揚げ・カルタ・コマ等など・・・中でもここ数年コロナ禍で出来な 

かった年長さんが年中さんに教える和紙と竹ヒゴで作るさふらん伝統の凧作り、これを通して年中長にと 

ってそれぞれの自覚につながる素敵な時になるよう願っています。 

後半から飼育と放送のやり方を年中さんに引き継ぐための見習いも始まり、年少さんは進級に向け３ク 

ラスの交流を盛んにし、さくらんぼさんはりんごさんと一緒に過ごす時間も増やしていきます。 

寒さの厳しい季節を迎えました。体調を整え元気でこの冬を乗りこえましょう。 

 

 

   今月の聖句の後に「与えなさい。そうすれば、あなたがたにも与えられる。」とあります。卒業式に 

渡す「保育の証」にも記されているさふらん幼稚園で大切にしている言葉です。ゆるし赦されること、 

与え与えられることは人間生活の基本だと思うのです。 

 


